
学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系・制御システム専科） 

 

教科 工業 科目 電子回路 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 工業 356「電子回路」 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

電気基礎で学んだ事項と基礎をふまえて、更なる応用としての電子回路素子、各種増幅回路と設計、

電源回路の知識と技術を習得してください。 

身近な家庭電化製品・スマートフォン等の増幅の仕組みに興味を持ってもらいたい。 

また、自分で使うヘッドホンアンプなどを製作してほしい。 

 

２ 学習の到達目標 

電子回路に関する知識と技術を習得し、実際に活用する能力や態度をそだてる。 

 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

電子回路素子と回路

について意欲的に学

習に取り組み、学習態

度は真剣である。ま

た、各種の電子回路に

ついて関心をもち、知

識を活用する態度を

持っている。 

電子回路素子のキャ

リヤの役目を科学的

に考察し表現できる。

また、回路の動作を科

学的に推論し表現で

きる。 

実験コーナーや製作

コーナーを参考にし

て、特性測定を行う

技能が取得できてお

り、測定結果をグラ

フに表し、実験報告

書の作成や発表がで

きる。また、オシロ

スコープにより波形

を観測する技能を習

得している。 

 電子回路の構成な

どの基本的な事項の

知識を持ち、動作原

理を理解している。

また、諸量の数式表

現を理解し、それら

を式によって求める

ことができる。 

評
価
方
法 

学習への取り組み状

況 

課題プリント、ノート

などの記述 

問題の解答の発表 

などによる総合評価 

学習への取り組み状

況 

課題プリント、ノート

などの提出物評価 

考査評価、などによる

総合評価 

メカトロニクス系の

実習において行う。 

学習への取り組み状

況 

課題プリント、ノー

トなどの提出物評価 

考査評価、などによ

る総合評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

  

第
１
章 

第 1 章電子回路素子 

１．半導体 

２．ダイオード 

３．トランジスタ 

４．ＦＥＴとその他の半導体素子 

５．集積回路 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

  

 

○ 

○ 

○ 

a: ダイオード、トランジス

タ、ＦＥＴ、集積回路などの

電子回路素子に関心をもち、

意欲的に学習に取り組み、学

習態度は真剣である。 

b: キャリヤのドリフト

や拡散、キャリヤの発生

と再結合の現象を科学

的に推論できる。 

・ダイオードの整流作用

およびトランジスタの

増幅作用について、科学

的に考察できる。 

・エピタキシャル技術と

p 形・n 形領域の分離に

ついて、理論的に推論で

きる。 

c:実習で評価 

d: ダイオードの特性を理解

し、ダイオードを使用するた

めの知識を身につけている。 

・トランジスタの特性等を理

解し、トランジスタを使用す

るための知識を身につけて

いる。 

・サイリスタ、ホトトランジ

スタ、光導電セルなどの半導

体素子の特性等を理解して

いる。 

学習状況の

観察 

ノートの記述 

課題プリント

の提出 

問題解答の

発表 

定期考査等 



後
期 

第
２
章 

第２章 増幅回路の基礎 

 １．増幅とは 

 ２．トランジスタ増幅回路の基礎 

３．トランジスタのバイアス回路 

４．トランジスタによる小信号増幅

回路 

５．トランジスタによる小信号増幅

回路の設計 

６．ＦＥＴによる小信号増幅回路 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

  

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a: ・増幅回路の原理や分類、

トランジスタ増幅回路、ＦＥ

Ｔ増幅回路などに関心をも

ち、意欲的に学習に取り組

み、学習態度は真剣である。 

b: ・直流の電気エネルギー

を入力信号によって増幅す

るというエネルギー変換を

科学的に考察できる。 

・トランジスタのバイアスの

考え方を論理的に考察でき

る。 

・自己バイアス回路および電

流帰還増幅回路において、回

路が安定に動作する機能を

科学的に推論できる。 

c:実習で評価 

d: バイアス電圧とバイアス

電流の必要性を理解し、各種

バイアス回路に関する知識

を身につけている。 

・hパラメータについて理解

し、トランジスタ増幅回路の

等価回路に使用することが

できる。 

・増幅回路の利得計算を理解

し、電圧利得、電流利得、電

力利得の計算ができる。 

・トランジスタによる小信号

増幅回路の設計について理

解し、必要な特性を求める知

識を身につけている。 

・ＦＥＴ増幅回路の基礎的事

項について理解し、相互コン

ダクタンスなど必要な基本

的知識を身につけている。 

学習状況の

観察 

ノートの記述 

課題プリント

の提出 

問題解答の

発表 

定期考査等 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


